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今年度第一弾の里川の発行|こようやくこぎつけること

した。

その問にも、新河岸川流域川づくり連絡会は４回開催

匯掲柚にあるような新河岸川水系水環境連絡会による

斉水厩調音のシンポジワムや不老川流域川づくり市民の会によ

る小川の調査報告など、新河岸川流域では今年も活発な川づく

り活動が展開されています。

切り絵イラスト／毛利将範
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（2）特集記事

不老川流域川づくり市民の会から、昨年から開催されており、今後も狭山市内の各公民館で

順次開催される「こかわ展」について、報告致します！

「こかわ」これは、狭山市に残る貴重な遺跡です。一体何のことを言っているのかと思われるかもしれませんが、今もそ

の跡を辿ることができます。

その昔、安土桃山時代から生活用水として入曽村、水野村で親しまれ使われてきた入曽用水のことです。土地の古老に

その方の家の前を流れていた「こかわ」について訪ねてみました。

｢昭和２０年代には、冬でも水が涸

れることなく、深さ30cmぐら

いの本当に飲めそうなきれいな水

が流れていたのですよ！魚とりを

したりして、川のほとりでよく遊

んでいる子供を見かけました

こかりを聴く

　昭和３０年代に入ると水道が普及し「こかわ」の水は次第に汚れ、生活用水としての価値がなくなっていきました。や

がて、高度経済成長と共に「こかわ」は所々で土砂に埋もれその存在すら記憶の彼方となってしまいました。

　このままで良いのでしょうか？水の乏しいこの地域で、多くの先人たちによって造られ、守られて来たこの用水に、

新たな役割の可能性を見つけようとし、不老川流域川づくり市民の会では、狭山市に残る貝重な遺跡「こかわ」を訪ね

て、その現状を調査しました。

狭山市入間地区は広大な武蔵野台地の東

方に位置し、およそ七万年前に青梅から

流れ出た古多厚川の扇状地の上にある。

表層は黒ぼく土、次の層は約一メートル

の赤色をした立川ローム層、その下に二

十メートルに達する砂れき層がある。砂

れき層は水を通しやすく、この地区は水

を得るのに大変苦労する所であった。人

間が生活する上で最も重要な水を得るた

めには井戸を掘るか、用水路を引くか、

雨水を溜めるしか方法はない。ここの人

たちは何世代にもわたり水を得る努力を

垂ねてきた。

中世、郷村の入曽村では、七曲の井が飲

料水などの生活用水として使われてきた

が、人口が増加するにつれて井戸だけで

は不十分になると用水路を掘削した。こ

れが小川（入曽用水）である。入間市宮

寺から流れ出る林川から用水を引き込

み、村の中央で二つに分け村民が利用し

ていた。その問の長さは約三・三キロメ

ートル、深さ約三十センチメートル、川

幅約一・ハメートルである。天正六年

（一五七八）に出された史料には「用水を

みだりに掘り崩す者がいたならば、厳罰

に処する」と●かれてあるので、それ以

前には入曽村民に使用されていたらしい。

立村し、十ヵ所の井戸が掘られたが不十

分であった。そこで、延宝二年（一六七

四）に水野村の名主権左衛門外組頭三名

が中心となって、南入曽村の名主市郎兵

衛に用水の分水を頼み込んでいる。元禄

十二年（一六九九）の誓約書には次のよ

うな条件が付けられている。

一　分水の取水口は、南入曽村の指図に

　　従い、我がままは言わない。

一　往来の小橋ニカ所は水野村で架け、

　　人馬の通行が不便にならないように

　　する。

近世、水野村は寛文六年（一六八六）に　ー 用水路のしゅんせつや草刈は少しも

　　不平を言わない。たとえ水屎が少な

　　くなっても申し立てをしない。

一　用水の余りは、水野村以外には一切

　　流さない。

このように多くの困難を抱えていたが、

活し、清流を通すことによって市民の心

に潤いを与えている。入曽用水も何らか

の方法で、責重な文化財として残される

ことを願わずにはいられない。

この分水により水野村の十八軒の農民た　参考文献　狭山市刊「狭山市史　近世資

ちは大いに助かったのである。

江戸時代、飲料水などの生活用水には井

戸や用水路が責重な存在であり、台地の

　　　　料編。

入間公民館刊「狭山市入間の歴史　正続」

こおお7遮雲諮ぶこ茫雪で

この用水は「小川」と呼ぱれ南入曽村と　　日頁「流域イベント・インフォメーシ

水野村の村民に親しまれていた。また、

水量の少ない時には水野村の名主屋敷地

で地中にしみ込んでしまうので｢末無川｣

とも呼ばれていた。

入曽用水は昭和二十年代まで深さ三十セ

ンチメートル位のきれいな水が流れ、魚

がすみ、冬でも水が涸れる事はなかった

そうである。新座市では野火止用水を復

ョン」をご覧下さい。

ﾚ
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゛ヽ＝iμ.“
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不老川流域川づくり市民の会

代表　相馬　和彦

TEL:042-965-1741



(4j秋のイベント　報告･

2002年新河岸川水系　身近な川のー斉調査　報告会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋のイベント　報告（5）

○午後の部

下水処理シンポジウム

午後の下水処理シンポジウムにおいては、「都市河川と下水処理水のあるべき姿を考える」というテーマで、新河岸川水系のこれまで

の調査で現れてきた下水処理水の問題について、埼玉県荒川右岸下水道事務所の鷹野洋一さん、東京の水を考える会の和波さん、（独）

土木研究所水循環研究グループの田中宏明さんをパネラーとしてお話を頂きました。

鷹野さんからは、埼玉県の下水処理の状況や処理水の放流についての話がありました。和波さんからは、東京の河川の水の約５０％が

下水処理水であり、水質としてはＢＯＤ値は下がっているが、全窒素の量はあまり減らす、水温の上昇や底生生物への影響があると説

明がありました、まとめとして、（独）土木研究所の田中さんから、下水処理水は川か海に放流され川の水量確保にはなるが、水質の

点では多くの問題があり、特に£素の増加は問題でpHが高いと分子態のアンモニアが増力［1し、生物に影響すると指摘がありました。

更に冨栄養化、毒性化学物質の残留、消毒等の多くの問題があるが、処理コストも含め、行政、市民、研究者の協力によって解決

すべきであろうという報告がありました。
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2002年11月に新河岸川水系水環境連絡会主催の「身近な川の一斉調査報告会」と「下水処理シンポジウム」

が開催されました。
開催内容につきまして報告致します！

開催内容
日時:11月24H(日)10:00～16:00

会場：朝霞市リサイクルブラザ3階　主催：新河岸川水系水環境連絡会

プログラム

○新河岸川水系　身近な川の一斉調査　調査結果報告

1.調査方法について

2.調査結果報告(朝霞市立第6小学校、志木市立宗岡中学校、自由学園高等部)

3.一斉調査まとめ

４.報告｢天然河岸PJ、新河岸川水系水環境連絡会事務局｣

　　　　｢魚類PJ、新河岸川水系水環境連絡会事務局｣

○下水処理シンポジウム

1.｢都市河川と下水処理水のあるべき姿を考える｣

パネラー：独立行政法人・土木研究所　水循環研究グループ上席研究員　田中宏明氏

　　　　　埼玉県荒川右岸下水道事務所　管理担当専門員　鷹野洋一氏

　　　　　東京の水を考える会　和波一夫氏

2.会蝸とフリートーキング

■身辺な川の一斉調蒼禰芒会のふうｉ　　　　　　　　■下水遡シンポジウムのようす

○午前の部

新河岸川水系　身近な川一斉調査　調査結果報告

新河岸川水系水－境連絡会主催の「身近な川の一斉調査　報告会」が開催されました。

４８団体が調べた２００箇所以上のデータ報告を基に、河川の水質の状況や変化が説明さ

れました。

第1部の調査結果報告では、調査にかかわった学校の生徒さんたちからも活動の報告や

感想が述べられました。

流域全体の水質（レギュラー地点平均）は、酸性度・アルカリ度を見るｐＨがフ。９、

COD (化学的酸索消費ｉ）は１リットル当たり16.5ms、数値が大きいほど不純物が

少ない透視度は63.4cmという結果になりました。昨年度と今年度を比較すると、

2002年は流域全体でＣＯＤ値が高い結果となりました。原因としては、①流量が少な

く汚水が希釈され難い。②現場での生物による一次生産、の２つが考えられると報告さ

れました。

調査ではほかに、塩分の含有程度に関係する電気伝導率や亜硝酸性・アンモニア性窒素

が測定されました。各数値は、調査地点ごとにベスト、ワーストに分類した表に取りま

とめられました。また、支流ごとにＣＯＤ、電気伝導率、透視度をグラフ化され、ひと

目で分かるように工夫されました。また、魚類の調査報告、天然河岸の調査活動につい

ても発表が行われました。

魚類の調査結果においては、2002年は新河岸川流域の河川に２９種類もの魚が確認さ

れたこと、また昨年の北川（東村山市）に続き、今年は富士見江川（一士見市）でも新

たにアユの生息が確認されたことが発表されました。また東川（所沢市）、砂川掘（富

士見市～所沢市）でもドジョウ・モツコ・タモロコ・オイカワ等確認されたと報告され

ました。

天然河岸の調査においては、新河岸川流域で激減している天然河岸（人為が力nわらない

自然のままの河岸）の現状が報告され、今後、これらの天然河岸を保全するために独立

法人土木研究所水循環グルーブ（河川生態）との情報交換を行うとともに、調査方法、

分析を進めていくことが報告さｎました。
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※上記の「身近な川の一斉調査新河岸jll水系」の鯛査結果、また『新河岸川流域の子供たち』として流域での子供たちの活動と流域にすむ魚のマップを取りまとめたオリジナルマッブ(A2115、

カラー刷り）を無料で配布しておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。数に限りがございますので、お早くご連絡下さい。2002年度の調査報告●（３００円）も販売しておりますので、

併せてご利用下さい。

　お問い合わせ：新所沢事務所　ＴＥＬ/ＦＡＸ:042-994-3212



（6）行政からのお知らせ

国土交通省からのお知らせ

新河岸川流域　　行政からのお知らせ

○柳瀬川流域水循環マスタープラン

中間とりまとめを踏まえ、現在シュミレーショ

ンなどにより、対策の効果を評価した上で、現

実的かつ適切な計画目標の設定や対策代替案の

検討を行っています。また、中閲とりまとめ以

降、現石Eまでに、行政問調整会議、自治体への

ヒアリング、市民の代表者との意見交換を行っ

ています。

○柳瀬川水循環マスタープランの取り組

み状況及び中問とりまとめは、以下のホ

ームベージにてご覧になれます。

hｔtｐ://ｗｗｗ.ａrａ.ｏｒ.jｐ/arageyyanase

国土交通省　関東地方整備局

荒川下流工事事務所　調査課

お問い合わせ：TEL 03-3902-3220

　　　　　　　FAX 03･3902-2346

　－ｒ
新河岸川流域川づくり連絡会とは？

平成14年度　第1回新河岸川流域

川づくり連絡会

1｡日時：平成14年９月１９日

　　　　19:ＯＯ～21 :００

２.場所ゴ断所沢事務所

3JIIづくり連絡会での主な意見

(1)111づくり連絡会について

川づくり連絡会の活動について、今後、

国土交通省のみならず、東京都や埼玉

県、流域の区市田]との連携の元で活動

を進めていくべきであるという意見が

出されました。

(２)フォーラムについて

・フォーラムは１度だけのものではな

ヒりまとめ（平成14年２月２８日）

・計画理念、基本方針の策定

・対策メニュー案の抽出

・最近、新河岸川流域では、流域内単位

　で活勁するようになってきている。協

　働で活動することはメリットがあり、

　今後、川づくり連絡会がどのような目

　標・方針で活動していくのか、また短

　期的、中朋的、長期的にできることを

　明確化する必要がある。

・市民・行政が単独でできること、連携

　を図り協働で行うこと等、整理をする

　必要がある。

一新河岸川は、多摩川や鶴見川のように

　本川となる河川がなく、流域全体を見

　据えた議論が難しい。そのため支川単

　位の指向になっていく。荒川下流工事

　事務所がある程度リーダーシップをと

　って、総合治水という枠の中で調整し

　ていくと良いのではないか。

・川づくり連絡会を株式会社や有限会

　社、ＮＰＯ法人化することについては、

　財政面、人材等について不安がある。

・将来的なことよりもむしろ、備品や格

　納庫を用意するといった目の前のこと

　に対応してほしい。

・「総合治水」の中で、特に「水循環」

　ということを市民は意識しているか､ｪ

　そうなると、「川づくり」、「まちづく

　り」、「緑」のすべてが入っており、流

　域自治体との関係が必要である。その

　ため、連絡会に関係自治体も参加出来

　るようにした方が良い。

・市民のネットワークは既に「新河岸川

　水系水環境連絡会」というものがある。

　都県や流域区市町との連携がない。

（２）フォーラムについて

・フォーラムヘの流域自治体の参加が少

　ない。

・今までのフォーラムは一過性のもので

　あった｡今後は中身があり継続性を持

　たせるものとしたい。

・フォーラムのテーマとしては､川に関

　心のない人をどのように呼び込むかが

　ポイントとなる。

（3）コーディネーターについて

・コーディネーターは会を調整する能力

　があり､またみんなに好かれる性格が

　必要である｡コーディネーターは市民

　の中から探すべき､または作り上げて

　いくものではないのかと思う。

・コーディネーターは1、２年で変わる人

ではいけないし､一貫して新所沢事務所

を運営していくことが効果的である。

平成14年度　第3回新河岸川流域

川づくり連絡会

1｡日時；平成14年口月２６日

　　　　19:３０～21 : ３０

２.場所：新所沢ｉ務所

3.川づくり連絡会での主な意見

（1）川づくり連絡会について

・連絡会の方向として、「市民ネットワ

　ーク」を作るのか、「行政と市民連携

　の会」を作るのか。時間をかけて、今

　後の展開について話合う必要がある。

　ゼ［］ベースで話し合う時期に采ている

　　　　　　　　秋のイベント　報告47）

　フォーラムのテーマを設定することも

　考えられる。

・子供＝川と捉えれば、親しめるふるさ

　との川をつくることでも人が集まると

　思う。

一新河岸川流域全体の水循環マスタープ

　ラン策定のその準備としてフォーラム

　を開催することも考えられる。

・フォーラムのテーマとして「ハザード

　マップ」、「総合治水」、「水循環」等が

　考えられる。

平成15年1月２３日　第４回新河岸川流

域川づくり連絡会　議事録｢ま次号に掲載

いたします。

のではないか。　　　　　　　　　　　｛開催場所｝新所沢事務所　本誌Ｐ８参照

｀’｡６ヽの･准　　　　　「①‾一マを決　（お問い合わせ）新所沢事務所　または｀
連絡xs.　ｕめ方として　、ア 新河岸川流域川づくり連絡会゛μ務局

める」→「②自治体の人に話を聞く」　国土交通省　荒川ド流工事服務所　調査課

　→「③意見交換」一「④顔が繋がる」

　→「⑤協働へ発展する」といった流れ

　が想定できるのではないか。

・１回/月、行政・市民で具体の場（支

　川単位で）を決めてフィールドワーク

　で話し合いを行う。結果は里JIIで公表

　する。市民も行政もおもしろいと思え

　るような会とする。

・全体の中で市民と行政がどのような役

　割分担のもとでやっていくのかを考え

　ていく上で連絡会の展開が方向付けら

　れる。

一市民団体は既にあるから、新しく組織

　を作らなくても良いと思う。もし作る

　のであれば、市民と行政が一緒になっ

　て何かを行っていくという団体であ

　る。新たな協議会として設立すること

　も考えられる。

・都県や区市町の人とゆっくりJIIのこと

　を話せる様な瑚がほしい。

・河川整備計画に「市民の意見を反映さ

　せるために必要な措置を講じなければ

　ならない」と而り、これに論拠にすれ

　ぱ艮い。東京都・埼玉県で策定する際

　に働きかけをしてほしい。市民と目治

　体連携の手助けがほしい。

（２）フォーラムについて

・フォーラムを本当の意味で目治体との

　共催とする。

・水フォーラムや水循環の動きをうけて

TI",1. 03-3902-3220　FAX 03-3902-2346
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第 一 回 1 1 1 づ く り 迪 哨 舎 の よ う す

　

第二巨川

　　　　　^ war.万

づくり珊紹会のぶうす

男三回川づくり！娼会のようす

改問調整会議（平成14年IO月３臼）

卜の項目についての事務局案を提示

計画目標、目標値

目標達成のための対策の代替案とその優先順位

自治体へのヒアリングで平成14年11月）

東京都・埼玉県および流域内の８市1町に対し、行政

問のヒアリングを実施

行政間調整会議、検討会、市民懇談会を必要に応じて開催し、

ヌスタープラン策定に向けた手続きをすすめる。　　ノ

新河岸川流暇11づくりilｓ会報告

:
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■
　　国L.交通竹荒川ド流Ｔ･μ事務所と市民の方々との情報交換の場として定期的に間催

　　しています。参加を希望される方や、詳かい内容につきましては、荒川下流工事事
kj所または新面体務所へお問い合わせください。　　　　　　J

　く、新河岸川流域一体の活動や交流の

　醸成に向けたイベントとしての開催や

　シリーズのように継続したものも考え

　られる。

(３)新所沢事務所について

新所沢事務所を新河岸川流域で活動する

市民団体の拠点、情報発信の場となるべ

く、事務所内の備品の充実(Ａ３コピー

機、プリンター、カヌー等)や倉庫機能

(各種資料)としての役割を果たして欲し

い、また市民と行政の間に立ち、川づく

りに関する企画・運営を行うコーディネ

ーターが必要であるという意見が出され

ました。

(４)里川について

今までも新河岸川流域の情報発信とし

て機能していた里川ですが、より一層

の機能を発揮すべく、各川づくり連絡

会メンバーヘの配布数を増やし、近隣

の住民への広報をより積極的に行うこ

とで、川への意識を高めることができ

るのではないかという意見が出されま

した。

平成14年度　第2回新河岸川流域

川づくり連絡会

1｡日E埓：平成14年１０月２３日

　　　　１９：ＯＯ～２１ ：３０

２．場所；新所沢事務所

３.川づくり連絡会での主な意見

(1)川づくり連絡会について
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